
８
月
26
日
、
中
国
領
事
館
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。
中
国
側
は
総
領
事

何

振
良
（
か

し
ん
り
ょ
う
）
副

総
領
事
張

玉
萍
（
ち
ょ

う

ぎ
ょ
く
へ
い
）
政
治

部
主
任
、
趙
婷
婷
（
ち
ょ

う

て
い
て
い
）
政
治
部

ア
タ
ッ
シ
ェ
、
杜

雨
萌

（
と

う
ほ
う
）
の
４
名

が
、
府
連
側
は
渡
辺
会
長

以
下
16
名
が
出
席
し
懇
談

し
ま
し
た
。

渡
辺
会
長
は
「
コ
ロ
ナ

で
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

に
な
り
、
６
カ
月
何
も
で

き
な
く
て
、
７
月
の
府
連

大
会
で
領
事
館
訪
問
の
声

が
あ
り
実
現
し
た
。
」
何

振
良
総
領
事
は
「
文
化
交
流
を
深
め

た
い
、
国
慶
節
の
催
し
も
検
討
し
て

い
る
」
と
挨
拶
。浅

田
堺
支
部
長
が
「
日

中
公
園
が
堺
市
内
に
あ
り
、

少
彦
名
神
社
（
神
農
さ
ん
）

も
近
く
に
あ
る
」
と
紹
介

さ
れ
、
先
日
の
堺
支
部
地

震
学
習
会
で
世
界
津
波
の

日
が
11
月
に
あ
り
、
津
波

記
念
碑
が
四
天
王
寺
境
内

と
、
な
ん
ば
の
近
く
に
あ

る
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
部
は
青
年
と
の

「
変
面
」
の
映
画
会
に
つ

い
て
紹
介
、
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
や
マ
ン
ガ
の
話
題
で
も

交
流
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
染
拡
大
を

受
け
て
延
期
し
て
い
た
第
69
回
全
国

大
会
を
10
月
25
日
（
日
）
に
開
催
し

ま
す
。
大
会
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
日
程
は

１
日
の
み
で
す
。
参
加
者
は
自
宅
や

各
連
合
会
・
支
部
事
務
所
の
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
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中
国
領
事
館
へ

何
振
良
総
領
事
と
会
見

民
間
交
流
の
推
進
な
ど
を
高
く
評
価

８
月
26
日
（
水
）
中
国
総
領
事
館

を
訪
問
し
ま
し
た
。
参
加
者
16
名
の

う
ち
女
性
部
か
ら
は
４
名
参
加
し
ま

し
た
。
領
事
館
の
周
り
は
機
動
隊
の

警
備
で
物
々
し
い
雰
囲
気
。
入
口
を

入
る
と
真
っ
赤
な
絨
毯
が
二
階
の
懇

談
会
場
の
大
広
間
ま
で
敷
き
詰
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
あ
ち
こ
ち
に
畳
一

畳
は
優
に
超
え
る
大
き
さ
の
絵
画
が

飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
２
月
に
新
し
く
赴
任
し
た

何
振
良
総
領
事
は
大
人
数
の
私
た
ち

を
和
や
か
な
雰
囲
気
で
歓
迎
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
ほ
か
の
３
名
の
領

事
は
い
ず
れ
も
若
い
女
性
。
自
己
紹

介
で
は
日
本
へ
の
留
学
、

領
事
館
勤
務
の
経
験
な

ど
を
流
暢
な
日
本
語
で

話
さ
れ
ま
し
た
。
総
領

事
は
事
前
に
送
っ
て
い

た
府
連
の
活
動
資
料
を

熟
知
さ
れ
、
長
年
の
府

連
の
日
中
友
好
と
不
再

戦
活
動
を
評
価
し
ま
し

た
。
南
京
問
題
、
旧
日

本
軍
の
毒
ガ
ス
遺
棄
問

題
に
つ
い
て
も
触
れ
ら

れ
ま
し
た
。

懇
談
で
は
、
女
性
部
が
昨
年
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
中
国
映
画
を
観
る

会
、
堺
の
日
中
友
好
庭
園
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
の
こ
と
な
ど
話
題
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
、
香
港
問
題
な
ど
質
問
も
含

め
も
う
少
し
話
を
深
め
た
い
点

や
、
中
国
で
の
女
性
活
躍
の
実

態
に
つ
い
て
な
ど
質
問
し
た
い

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

総
領
事
か
ら
は
、
今
後
も
引

き
続
き
懇
談
を
す
る
機
会
を
も

ち
、
日
中
友
好
の
た
め
に
お
互

い
の
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
と

心
強
い
言
葉
も
あ
り
、
今
後
に

つ
な
が
る
い
い
訪
問
と
な
り
ま

し
た
。

（
浅
田
美
奈
子
）

女
性
部
か
ら
４
名

中
国
領
事
館
訪
問

城
北
支
部
は
平
和
月
間
企
画
と
し

て
９
月
20
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

か
ら
「
中
国
は
な
ぜ
『
最
善
手
』
を

う
て
な
い
の
か
？
」
（
講
師
・
山
本

恒
人
府
連
副
会
長
）
の
学
習
会
を
、

３
密
を
避
け
な
が
ら
城
東
生
活
と
健

康
を
守
る
会
に
て
開
催
し
ま
す
。

10
月
11
日
（
日
）
に
は
飛
鳥
（
明

日
香
村
）
ハ
イ
キ
ン
グ
も
企
画
し
て

い
ま
す
。

８
月
26
日
、
日
中
大
阪
府
連
代
表

16
名
は
、
何
振
良
（
か
し
ん
り
ょ
う
）

大
阪
総
領
事
を
表
敬
訪
問
し
懇
談
し

ま
し
た
。
私
は
そ
の
一
員
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
何
総
領
事
が
冒
頭
に

自
己
紹
介
と
日
中
両
国
の
民
間
交
流

の
発
展
を
希
望
す
る
と
発
言
さ
れ
、

渡
辺
会
長
が
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
の

大
切
さ
を
発
言
し
懇
談
、
中
国
語
で

の
歓
談
も
あ
り
有
意
義
で
し
た
。

何
総
領
事
は
、
大
変
気
さ
く
で
若

く
見
え
る
方
で
し
た
。
日
本
の
ア
ニ

メ
が
中
国
の
若
者
に
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
外
に

出
た
と
き
総
領
事
館
警
備
の
警
察
官

が
今
日
は
な
ん
で
す
か
？
こ
ん
な
に

沢
山
の
訪
問
者
は
初
め
て
と
驚
い
て

い
ま
し
た
。
（
支
部
長

佐
藤
倫
理
）

第
８
回
中
国
百
科
検
定
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受

け
て
延
期
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
延
期
し
て
い
ま
し
た
第

８
回
を
本
年
11
月
29
日
（
日
）
に
、

第
９
回
を
21
年
３
月
20
日
（
土
・
祝
）

の
日
程
で
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
す
（
感
染
の
状
況
に
よ
り
変
更
に

な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
）
。

大
阪
会
場
は
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
す

城
北
支
部

学
習
会
や
ハ
イ
キ
ン
グ
を
企
画

８
月
の
猛
暑
の
中
、
松
原
常
任
理

事
の
努
力
で
、
手
づ
く
り
の
立
派
な

本
棚
が
出
来
ま
し
た
。
棚
板
な
ど
も

無
料
で
調
達
し
、
２
０
５
号
教
室
に

３
日
を
か
け
て
設
置
し
ま
し
た
。

『
日
中
文
庫
』
方
針
（
案
）

１
、
寄
贈
本
に
よ
る
文
庫
と
す
る
。

２
、
中
国
お
よ
び
日
中
友
好
に
関
す

る
本
を
集
め
た
文
庫
と
す
る
。

３
、
日
中
友
好
協
会
会
員
に
よ
り

運
営
さ
れ
る
。

（
日
中
文
庫
担
当
）

大
阪
府
連
第
１
１
３
期
中
国
語

講
座
は
、
10
月
５
日
か
ら
開
講
し

ま
す
。
講
座
の
ク
ラ
ス
を
再
編
し
、

３
階
の
教
室
を
閉
鎖
、
２
階
の
教

室
と
会
議
室
を
使
用
し
ま
す
。

平
日
の
午
前
６
ク
ラ
ス
と
、
夜

間
４
ク
ラ
ス
、
土
曜
日
の
午
前
１

ク
ラ
ス
、
昼
２
ク
ラ
ス
に
再
編
し

ま
し
た
。

初
心
者
の
た
め
の

無
料
入
門
レ
ッ
ス
ン

９
月
30
日
（
水
）
10
時
か
ら

10
月
２
日
（
金
）
６
時
半
か
ら

＊
２
回
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

第
１
０
７
期
西
支
部
太
極
拳

教
室
は
、
９
月
３
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

練
習
種
目
は
24
式
、
48
式
、

32
式
剣
、
棍
術
で
、
準
備
体
操

に
ヌ
ン
チ
ャ
ク
を
使
い
ま
す
。

９
月
の
練
習
日
は
４
回
と
も

北
ス
ポ
ー
ツ
第
２
体
育
場
で
す
。

中
国
語
講
座

10
月
か
ら
開
講

日
中
文
庫

本
棚
が
出
来
ま
し
た

日
中
69
大
会

ネ
ッ
ト
で
開
催

西
支
部

太
極
拳
教
室
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総
会
後
初
の
役
員
会
を
８
月
21
日

に
開
き
ま
し
た
。
新
役
員
も
参
加
し

て
こ
の
間
の
動
き
を
出
し
合
い
交
流

が
出
来
ま
し
た
。

文
化
行
事
の
提
案
が
あ
り
11
月
の

役
員
会
後
に
、
尺
八
・
二
胡
・
漢
詩

の
朗
読
、
中
国
詩
人
の
王
維
作
「
元

二
の
安
西
に
使
い
す
る
を
送
る
」
二

胡
の
曲
名
は
「
陽
関
三
畳
」
と
い
い
、

こ
の
漢
詩
を
３
人
で
合
奏
を
一
度
取

り
組
ん
で
み
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

「
風
に
乗
り
波
を
蹴
立
て
、
共
に

栄
光
を
築
こ
う
」
中
国
人
民
解
放
軍

創
設
93
周
年
記
念
の
ご
挨
拶
と
建
軍

節
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
、
中
国
大
使
館
陸
軍

武
官
張
秀
良
上
級
大
佐
よ
り
、
小
林

徳
子
顧
問
、
北
郷
栄
要
副
支
部
長
に

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

北
郷
さ
ん
は
今
な
お
中
日
戦
後
処

理
が
終
わ
っ
て
い
な
い
。
７
３
１
部

隊
の
細
菌
も
残
り
、
住
民
に
被
害
が

出
て
き
て
、
中
国
政
府
は
調
査
し
て

新
し
い
事
実
が
ど
ん
ど
ん
出
て
い
る
。

日
本
は
ニ
ュ
ー
ス
に
も
出
さ
な
い
。

本
当
の
友
好
は
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ

る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
大
阪
総
領
事
館
を
府
連
代
表

16
名
で
訪
問
、
交
流
に
参
加
し
て
、

中
国
代
表
４
人
の
内
３
人
が
女
性
、

女
性
の
活
躍
に
さ
す
が
中
国
、
そ
れ

ぞ
れ
出
身
地
・
経
歴
の
紹
介
が
あ
り

自
己
紹
介
の
一
言
ず
つ
で
短
時
間
で

し
た
が
初
体
験
で
き
と
て
も
良
か
っ

た
で
す
。

（
栗
山
俊
子
）

東
大
阪
支
部
役
員
会

11
月
に
文
化
行
事
企
画

中
澤
重
雅
、
久
冨
木
幸
子
、
志
儀
省

二
郎
、
東
大
阪
支
部
、
武
井
智
美
、

高
林
勢
津
子
、
西
支
部
、
関
本
幸
子
、

堀
江
幸
雄
、
添
田
為
三
郎
、
薮
田
茂
、

高
瀬
敏
幸
、
原
文
夫
、
大
西
武
、
渡

辺
武
、
平
松
悦
雄
、
東
田
協
直
、
下

定
雅
弘
、
小
川
碧
、
原
口
範
子
、
久

村
元
、
森
雅
克
、
玉
井
質
、
衣
川
洋

一
、
岩
田
孝
治
、
高
橋
由
紀
江
、
姫

野
浄
、
共
産
党
河
南
地
区
委
員
会
、

後
藤
安
男
、
山
本
力
、
畑
沢
進
、
吉

田
光
子
、
山
崎
義
郷
、
小
澤
力
、
薬

谷
礼
子
、
浜
野
滋
、
前
田
修
三
郎
、

舩
富
忠
彦
、
中
原
恵
子
、
布
川
雅
章
、

金
崎
佳
子
、
西
村
幸
次
郎
、
片
山
英

徳
、
松
原
弥
寿
夫
、
埼
玉
支
部
・
中

里
尉
一
、
澤
野
井
公
夫
、
西
脇
義
彦
、

西
村
成
雄
、
松
尾
豊
、
（
順
不
同

）

３
団
体
40
名
、
１
９
１
１
８
０
円

８
月
10
日
千
早
赤
阪
村

の
「
わ
い
わ
い
テ
ニ
ス
」

に
日
中
堺
支
部
関
係
者
７

人
で
参
加
し
ま
し
た
。

富
田
林
の
岡
田
秀
樹
さ

ん
の
お
誘
い
で
、
早
朝
９

時
30
分
に
近
鉄
河
内
長
野

線
富
田
林
駅
で
待
ち
合
わ

せ
て
、
車
を
30
分
ほ
ど
走

ら
せ
て
自
然
豊
か
な
千
早

赤
阪
村
テ
ニ
ス
場
に
到
着

し
ま
し
た
。
堺
支
部
参
加

者
の
ほ
と
ん
ど
が
初
心
者

で
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
持
ち
方
、

サ
ー
ブ
の
打
ち
方
な
ど
コ
ー

チ
に
教
え
て
い
た
だ
き
、

熱
中
症
、
コ
ロ
ナ
に
負
け

ず
元
気
な
汗
を
流
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
福
建
省
出

身
の
張
さ
ん
と
交
流
し
ま

し
た
。

後
日
、
８
月
16
日
テ
ニ

ス
で
知
り
合
っ
た
張
さ
ん

の
「
居
酒
屋
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
」

で
の
交
流
会
に
は
、
全
体

参
加
者
11
人
で
堺
支
部
か

ら
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ム
ー
ル
貝
の
白
ワ
イ
ン
蒸

し
や
空
心
菜
と
ニ
ン
ニ
ク

炒
め
な
ど
次
々
に
御
馳
走

が
出
さ
れ
、
張
さ
ん
の
中

国
語
カ
ラ
オ
ケ
も
飛
び
出

し
大
満
足
で
し
た
。

（
上
村
康
夫
）

堺
支
部
テ
ニ
ス
で
元
気
な
汗

香港問題徹底解説！城北支部「学習講演会」

中国なぜ「最善手」を打てないのか

講師：山本恒人 大阪経済大学名誉教授

９/２０（日）１３：３０～ 資料代：５００円

城東生活と健康を守る会 事務所

「アジアから問われる日本の戦争」展
９/２１～９/２２ １０：００～２０：００

エルおおさか 入場無料

記念講演 撫順の奇跡とはなにか
講師：姫田光義中央大学名誉教授

１０/３(土)14：00～ エルおおさか本館６０６号

南京の記憶をつなぐつどい実行委員会総会

１０/４(日)14：00～西支部総会 国労会館

「教科書問題講演会」
１０/１０(土)14：00～ 国労会館

第８回中国百科検定試験

１１/２９（日）午後 ドーンセンター

各種講習会・支部行事案内

夏
期
募
金

８
月
末
現
在

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

抽
選
で
傍
聴
に
選
ば
れ
た
市
民
34

名
が
見
守
る
中
、
８
月
17
日
に
開
催

さ
れ
た
堺
市
の
教
育
委
員
会
は
、
中

学
校
社
会
の
歴
史
教
科
書
「
帝
国
書

院
」
、
公
民
「
文
教
出
版
」
を
採
択

し
ま
し
た
。

堺
市
で
は
、
昨
年
５
月
に
市
長
が

維
新
に
変
わ
り
、
維
新
の
議
員
が
堺

市
議
会
で
最
大
会
派
に
な
り
ま
し
た
。

維
新
の
議
員
は
、
現
在
使
用
し
て
い

る
歴
史
教
科
書
（
東
京
書
籍
）
を
議

会
で
執
拗
に
追
及
し
、
維
新
の
歴
史

観
・
価
値
観
に
合
っ
た
教
科
書
採
択

を
市
教
委
に
迫
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
教
科
書
採
択
に

関
心
を
持
つ
多
く
の
市
民
は
、
様
々

な
と
こ
ろ
で
学
習
会
を
重
ね
市
教
委

へ
の
意
見
表
明
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
動
き
が
大
き
く
広
が
り
、
合
計

８
０
７
名
（
17
日
現
在
、
団
体
を
含

む
）
の
意
見
や
要
望
書
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

堺
支
部
も
例
会
で

話
し
合
い
、
要
望
書

を
提
出
し
会
員
に
情

報
を
提
供
し
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
多

く
の
会
員
が
教
科
書

展
示
会
に
参
加
し
、

意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
で
の
採
択
結
果
で

し
た
。

堺
の
教
育
の
良
識

が
守
ら
れ
た
こ
と
に

ひ
と
ま
ず
安
堵
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

教
科
書
問
題
は
こ
れ
で
終
わ
り
で
な

く
、
憲
法
改
悪
の
策
動
と
一
体
に
な
っ

て
今
後
も
続
き
ま
す
。

歴
史
認
識
問
題
や
平
和
憲
法
に
つ

い
て
の
学
習
会
な
ど
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
日
常
的
な
取
り
組
み
が
大
切
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
「
日
本
政
府
の
侵
略

戦
争
の
歴
史
を
教
訓

に
し
て
、
日
本
と
中

国
が
再
び
戦
う
こ
と

が
な
い
よ
う
、
日
中

両
国
民
の
相
互
理
解

と
友
好
を
深
め
、
平

和
五
原
則
に
も
と
づ

く
両
国
関
係
の
発
展

に
寄
与
し
、
ア
ジ
ア

と
世
界
の
平
和
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。
」

を
目
的
と
し
て
い
る

日
中
友
好
協
会
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

堺
支
部

浅
田

勝
美

全
国
各
地
で
不
採
択
が
続
い
て
い
ま
す
。

堺
市

育
鵬
社
教
科
書
不
採
択

維
新
市
議
の
策
動
を
許
さ
ず
！

７
月
５
日
の
府
連
大
会
で
、
参
加

し
た
堺
の
浅
田
支
部
長
か
ら
「
不
再

戦
・
平
和
を
掲
げ
る
日
中
友
好
協
会

が
、
教
科
書
採
択
に
関
し
て
明
確
な

方
針
を
持
ち
、
先
頭
に
立
っ
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
要
請
い
た
し
ま
す
。
」

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

常
任
理
事
会
で
こ
の
要
請

を
受
け
止
め
、
通
年
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
を
確
認
し
、
教

科
書
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
役
員

と
、
会
長
、
副
会
長
、
理
事
長
も
加

わ
り
二
回
の
相
談
会
を
持
ち
ま
し
た
。

今
年
の
不
再
戦
月
間
行
事
と
位
置

づ
け
、
10
月
10
日
、
二
つ
の
講
演
を

行
い
ま
す
。
一
つ
は
「
育
鵬
社
教
科

書
不
採
択
運
動
」
を
粘
り
強
く
訴
え

て
こ
ら
れ
た
相
可(

お
お
か)

文
代
さ

ん
に
今
年
の
中
学
校
教
科
書
採
択
状

況
と
教
科
書
記
述
の
現
段
階
か
ら
、

反
歴
史
勢
力
の
狙
い
を
明
ら
か
に
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

も
う
一
つ
の
講
演
は
、
会
員
で
あ

る
和
歌
山
大
学
名
誉
教

授
の
副
島
昭
一
さ
ん
に
、

歴
史
教
科
書(

育
鵬
社)

に
お
け
る
中
国
・
朝
鮮

侵
略
や
日
中
戦
争
に
関

す
る
記
述
を
具
体
的
に
検
討
し
、
批

判
し
て
い
た
だ
き
ま
す

そ
の
あ
と
、

浜
常
任
理
事
を
進
行
役
に
お
二
人
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
理
解
を
深
め
よ
う

と
い
う
企
画
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
検
温
実

施
、
参
加
者
は
マ
ス
ク
着
用
。
体
調

の
す
ぐ
れ
な
い
方
は
参
加
を
見
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

（
松
尾

豊
）

講
演
会

教
科
書
問
題
を
考
え
る

子
ど
も
た
ち
に
平
和
な
未
来
を


